




















































1 号、2014 年 4 月、拙稿「組織の盛衰モデル、
そして唯物史観」『経営志林』第 51 巻第 4 号、
2015 年 1 月、拙稿「歴史を数列で表すと」『経






































体制の転換”（trance formation of organizational 
form）という（例えば企業の転業や社会革命）。
　これより、組織は













































































































　　　d ＝ c（t） （3）
と表わすことができる。ここに、それぞれ“資
源サイクル”、“常識サイクル”とも言うべき
　　　d ＝ r（t） （1）





















































































































































































































































































































































雄『「長生き」が地球を滅ぼす』66 ～ 67 ページ）。

































































































































































































































































































































































1、2 つの相互に作用し合うサイクルの 4 つの
特異点を適切に定義変更をし、
2、“資源”の概念を適切に定義変更をすれば、
いかなる組織の盛衰にも妥当する。したがって
これは”組織の盛衰一般理論”である。
　また、生物の個体数は環境によって変動する。
すなわち、その生物にとって環境が厳しくなる
とその個体数は減り、やがて環境が緩和される
と再び個体数が増加する。
　人間の組織も同様で、資源環境が厳しくなる
と資源環境に負担をかけまいとして需要は控え
られるようになり、やがて資源環境が緩和され
ると需要が回復し増加する。
　これは自然の摂理であると言ってよいだろ
う。両者の違いは、生物が唯々個体数を減らす
経営志林　第53巻2号　2016年7月　　101
という自己犠牲によって環境に適応しようとす
るのに対し、人間の組織では少子化という自己
犠牲をともなうものの、科学・技術の知を有す
る唯一の生物として人間はそれらの知を活用し
て資源環境を緩和できる。これが“技術革新”
である。
　組織の盛衰モデルは、“クリティカル資源”
そして“低コスト状況と高コスト状況”という
概念を通してこの自然の摂理をビルトインして
いる。この点からしても、組織の盛衰モデルは、
組織の盛衰一般理論といえるだろう。
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